
長期総合計画審議会のこれまでの振り返り 

 

１． 本審議会の到達点 

  第５次長期総合計画「基本構想※」について答申する。 （※基本構想…「将来像」・「都市像」・「政策の方向性」） 

 

 

 

 

 

 

 

２．都市像の設定手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

【都市像】 

10 年先の将来像 

政策・施策分野からの課題 

・審議会 

・市民ワークショップ 

・審議会 

・庁内策定委員会 

将来像

都市像

政策

施策 施策

政策

都市像

政策

「将来像」…審議会から、ポイントとなる考えやキーワードを答申する 

「都市像」…審議会から、複数の都市像を答申する。 

「政策の方向性」…審議会から、都市像を実現するための各政策分野の方向性を答申する。 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民ワークショップの 

将来像・都市像 

第４次長期総合計画 

（政策・施策）の課題 

次の 10 年に生かす視点 

（政策分野・施策分野） 

次の 10 年に生かすべき課題 

（政策分野・施策分野） 

立川市の状況（人口／財政／社会指標） 

市民ワークショップの意見聴取 

次の 10 年間のまちづくりの大きな方向性 

（１）まちづくりの方向性について →将来像につながる考え 

（２）政策分野から見た都市像に生かす視点 →都市像につながる考え 

（１）将来像のエッセンス 

（２）具体的な都市像案 

答申案 

（主な意見） 

・再生可能エネルギーのさらなる推進。 

・市内の交通のあり方がテーマになっている。 

・市民と行政がお互いに情報提供を行うことが今後盛ん

になっていく。 

（主な意見） 

・感染症の影響もあり、持続可能な地域活動を危惧。 

・生涯学習で学んだことを地域に生かしていく。 

・横断的な政策や施策で複数の課題を同時に解決。 

 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 


